
 

（第２号様式）   
令和８年３月 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立鎌倉高等学校長  

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 10日実施） 

総合評価（３月 23日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・文理融合の教

育課程を編成

し、全ての教

科で生徒の総

合知を醸成す

る探究的かつ

教科横断的な

学びを充実さ

せる。 

・課題研究活動

や体験講座を

中心に、科学

的思考力や多

面的多角的な

思考力、優れ

た洞察力・判

断力や表現力

を育成する。 

 

 

 

1.文系理系にと
らわれない総
合知を身に付
けるために、
教科横断的な
内容を取り入
れた組織的な
授業改善を目
指す。 

2.SSH 指定校と
しての指導体
制を構築し、
「理数探究基
礎 」 と 「 K-
ARP」におけ
る課題研究活
動を発展させ
る指導方法を
組織的に研究
す る と と も
に、科学分野
の実践的・体
験的な講座等
を通じて科学
技術人材の育
成を図る。 

 

1.教員間の相互の学び
合いを通して授業力
を高めるとともに、
授業改善策の検討を
行い、授業改善に向
けた工夫を共有する
機会を設定する。 

・各授業にて文理融合
的な題材や先端分野
の内容扱うSSHトピ
ックを導入する。  

2.外部機関と連携した
取組を進め、「理数
探究基礎」の内容を
拡充させるととも
に、課題研究におい
て指導法・評価法に
ついて研究し共有を
図る。 

・学年単位の理数教育
事業に加え、希望者
対象の科学的体験や
探究活動を行うカマ
クラボを実施する。 

・海外交流事業を継
続・発展させる。 

1.教員間で他者の授
業を見学する期間
を設け、期間中に
少なくとも１回は
授業を見学すると
ともに、全職員で
改善に向けた工夫
を共有する場を設
定できたか。 

・SSHトピックを各授
業で扱うことがで
きたか。 

2.各事業において、
外部と連携した取
組を効果的に実施
できたか。 

・各事業において参
加生徒への指導
法・評価法を開
発・検討すること
ができたか。 

・海外交流事業を有
意義な取組として
実行し、その成果
を共有できたか。 

 

1.第１回授業評価アンケート
をもとに、教科会議を実施
し、授業改善案として全教
職員で共有した。 

・10月から12月にかけて教
科に関わらず授業を見学す
る期間を設けた。 

・SSH トピックは、まだ数人
の実施報告のみとなってい
るが、一人で何度も扱って
いる教員もいる。 

2.１学年の理数探究基礎で
は、広町緑地と連携し、フ
ィールドワークを取り入れ
た新たな教材開発や授業展
開を行うことができた。ま
た、２学年の課題研究で
は、慶應SFCの大学院生に
メンターとして入ってもら
ったり、JAMSTAC 本部に赴
き実験や研究者に対するプ
レゼンをしたり、企業から
実験のための模型を借りる
など、多くの外部機関との
連携を行い、研究への助言
を得ることができた。 

・夏期休業中や休日を中心に
カマクラボやサイエンスト
リップを実施することがで
きた。 

・年度末のＮＺへの研修旅行
に向け、参加生徒向けに事
前探究研修を実施した。 

 

1.より正確なデータを得る
ために、生徒へ授業評価
アンケート回答の協力を
呼びかけ続ける。また、
第２回授業評価アンケー
ト結果での年度当初目標
の達成状況を見取り、来
年度の計画に生かす。 

・今年度のSSHトピックの内
容・アイデアを職員で共
有し、来年度の実施を促
進する。 

2.広町緑地との連携授業
は、実施時期を再考し、
より充実したフィールド
ワークになるようにした
い。課題研究は、研究時
間の確保を図るため、授
業計画の見直しを進める
とともに、外部機関との
連携を継続する。 

・カマクラボやサイエンス
トリップを充実させる。 

・科学研究会の活動をより
拡充させるとともに、他
の生徒等への広報周知活
動を充実させ、生徒数の
増員と研究活動の向上に
努めたい。 

〇2 年生の K-ARP を中心と
した課題研究活動につい
て、生徒の研究テーマは
大変魅力的である。ポス
ターの形式などよくでき
ている 

〇１年生の理数探究基礎で
は、年間指導計画に基づ
き、テーマ設定までの指
導を丁寧に行っている。
研修等によりゼミ担当職
員のスキルアップも期待
できる。 

〇サイエンスツアー、サイ
エンストリップは良い取
り組みである。評価方法
が研究課題である。 

〇生徒による授業アンケー
トは、前年との比較がで
きる資料を提示してほし
い。 

1.授業評価アンケート結
果をもとに各教科での
工夫や取組をまとめ分
析し、授業改善案とし
て全教職員で共有し
た。また、教員間で教
科に関係なく他者の授
業を少なくとも１回は
見学する機会を設け
た。 

・SSHトピックは実施でき
たが、実施数が少数で
あり、教員の意識向上
と全校体制での推進が
必要である。 

2.外部機関と連携し、１
学年の理数探究基礎、
２学年の課題研究活動
について、計画から、
授業実践まで充実した
ものとなった。 

・課題研究においては、
評価法を試行した段階
であり、生徒の研究内
容を図るよりよい評価
法を作成していきた
い。 

1.次年度は、授業評価ア
ンケートの結果を継続
して見取るために第
１、２回のアンケート
結果でだけでなく前年
との比較もできるよう
な資料を提示し、全教
職員で授業改善に努め
る。 

・職員研修や授業改善研
修において、職員の文
理融合への意識を高め
るとともに、授業にお
いて生徒の現在の科学
分野に関する興味関心
を高めるよう工夫す
る。 

2.２学年の課題研究、３
学年の総合的な探究の
時間においてルーブリ
ック評価の内容を再検
討し、より生徒の活動
が向上できる評価法を
作成する。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

・他者を思いや

ることのでき

る人間性、主

体的な態度を

育成する。 

・学校行事、部

活動と学習の

バランスの取

れた学校生活

の支援体制を

充実させる。 

・人権を尊重し

つつ、自らの

知と徳を培い

生きる力をは

ぐくむ。 

 

 

1.学校行事に対
して、生徒が
主体性を持ち
企画立案・実
施・検証する
ことによって
実践性・自主
性・協調性を
養い自己肯定
感を高めるこ
とができるよ
う支援する。 

2.一人ひとりの
生命と人権が
尊重されるべ
く、自己理解
を深めるとと
もに、他者へ
の共感に基づ
いた倫理観と
判断力を育成
する。 

1.生徒会執行部の
活動、学校行事
の運営、部活動
における継続的
な支援を行う。 

2.現行の教育相談
体制により生徒
の情報を職員全
体で共有し、将
来に向けての指
導・支援を充実
させる。 

・継続的な注意喚
起や指導によ
り、SNS 関連の
トラブルの未然
防止に務め、被
害の拡大を防ぐ 

1.事後アンケートに
おいて、生徒の主
体性や創造性に関
して、肯定的に回
答した生徒が３分
の２を超えたか。 

・行事の計画・実
施・振り返りを通
して、計画的かつ
継続的なサポート
をすることができ
たか。 

2.普段の生徒の様子
だけでなく、かな
がわ子どもサポー
トドック等のデー
タにより生徒全体
の傾向を読み取
り、個に応じた支
援ができたか。 

・SNSでのトラブルの
発生時に当事者へ
の迅速かつ適切な
対応を実践した
か。   

1.生徒会執行部の活動、学校
行事の運営、部活動におい
て、継続的に支援ができた
ことから、事後アンケート
では全ての行事において
「生徒が主体的に参加でき
た」とする回答が９割以上
を示した。また、来年度の
各種行事の実施に向けて引
継ぎ等を確実に行った。 

2.学校生活アンケートとして
のかながわ子どもサポート
ドックへの認識が生徒およ
び担任を中心とする教員間
にも浸透した。その結果、
支援を必要とする生徒の把
握とプッシュ型面談等の多
くの手立てにつながった。 

・生徒のSNS利用や江ノ電乗
車について、生徒が自覚し
ていないが周りの方から指
摘されるマナー違反が複数
件見られた。 

1.生徒が学校行事において
主体的に取り組み、運営
することができるように
次年度に向けた継続的な
指導をする。  

2.支援を必要とする生徒た
ちの手立てをSC・SSWの協
力を併せ、学年団等チー
ムで対応できるよう教育
相談体制の見直しを図
る。 

・スマホ携帯教室(１年)や
江ノ電乗車指導(春・秋)
のみならず、１年を通じ
て生徒同士だけでなく社
会全体での他者への共
感・思いやりを持って行
動する意識を高める機会
を増やす。 

〇生徒が、学校行事に熱心
に意欲的に取り組んでお
り行事を通しての学びも
多い。これからも県立高
校として魅力を発揮して
ほしい。 
〇かながわ子どもサポー
トドック等を活用し、生
徒を丁寧に支援してい
る。 

1.すべての学校行事に関
する事後アンケート結
果において、９割以上
の生徒が実施内容につ
いて肯定的な回答であ
り、主体性や自己肯定
感を高めることができ
た。 

2.かながわ子どもサポー
トドックを活用し、支
援を必要とする生徒を
把握し、プッシュ型面
談等の多くの手立てに
つなげた。 

・生徒の SNS 利用や江ノ
電乗車について、生徒
が自覚していないが、
周囲からマナー違反を
指摘され、学校へ意見
が複数寄せられた。 

1.生徒が主体的かつ創造
的に学校行事に取り組
み運営できるように、
生徒会執行部および全
行事における実行委員
への指導を組織的かつ
計画的に行っていく。 

2.支援を必要とする生徒
に組織的に対応するよ
う、教育相談体制の見
直しを図る。 

・スマホ携帯教室(１年)
や江ノ電乗車指導(春・
秋)を引き続き行う。ま
た、１年間を通して生
徒が他者への共感・思
いやりを持って行動す
る意識を高める機会を
増やす。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 10日実施） 

総合評価（３月 23日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

・生徒一人ひと

りのキャリア

形成に則した

支援体制を整

備する。 

・ 難 関 国 公 大

学、難関私立

大学への合格

者数を増加さ

せる。 

 

 

1.キャリア形成
に向け大学で
の学びや職業
について生徒
の理解が深ま
るよう支援す
る。 

 2.生徒の成長
過程を支援す
るとともに、
とりわけ難関
大学を第一志
望校に掲げた
生徒が十全に
力を発揮でき
るようにする
視点からの進
路 指 導 を 行
う。 

 

1.大学の研究につい
て生徒に紹介する
機会を設ける。 

・今年度も卒業生の
うち社会人として
活躍している方の
お話を『学習・キ
ャリアワークブッ
ク』に掲載する。 

2.「第一志望を貫
く」指導を組織的
に行い、保護者お
よび生徒に説明会
を実施し、難関大
学の情報を周知す
る。また、職員会
議や学年会でも複
数回説明し方針を
徹底する。 

 

1.大学の研究内容に
ついて紹介できた
か。  

・社会人の原稿を
『学習・キャリア
ワークブック』に
掲載できたか。 

2.多様な情報を指導
に生かすことで、
スーパーグローバ
ル大学（トップ
型）への現役進学
率が前年を超えた
か。 

1.大学説明会やオープンキャ
ンパス新聞などで大学の特
長や研究について生徒に周
知する機会を設けた。 

・今年度発行の『学習・キャ
リアワークブック』にも本
校卒業生に執筆を依頼し掲
載した。 

2.『第一志望宣言』を今年12
月に実施し、生徒、担任、
保護者が志望理由や意志を
共有することができた。入
試研究協議会や地元大学と
の連絡協議会に進路指導担
当者が参加し、難関大学の
入試方式の傾向や課題点、
新規情報について緊密に意
見交換した。 

・入試情報を随時職職員全体
と共有し「第一志望を貫く
指導」を継続した。 

1.オープンキャンパスは個
人での参加、大学説明会
は参加大学が限定される
ため生徒全体のニーズに
対応できるよう招請対象
の大学を検討し、実施方
法についても検討する。 

・卒業生による協力を今後
も仰ぐため、同窓会と連
携しつつ協力いただける
方を確保する。 

2.難関大学を目指し努力を
重ねる生徒が増加してい
ることから、今後も指導
を継続したい。 

〇生徒自身の目的と、大学
内容のマッチングさせる
ため、第１志望校への進
学目的を明確にさせた
後、遠足で訪問すること
もあり、オープンキャン
パスを活用するなど、複
数の機会を設定し丁寧に
指導している。 

〇キャリア教育について
は、同窓会からも人材紹
介し協力したい。創立
100 周年の機会に連携で
きるとよい。 

1.大学説明会および『学
習・キャリアワークブ
ック』の内容を通し、
大学での研究内容やキ
ャリア形成についても
一定の内容を示すこと
ができた。各大学が企
画しているオープンキ
ャンパスの日程が本校
行事予定と合わない場
合の情報提供の機会を
十分確保したい。 

2.４年ぶりに東京大学合
格者も輩出し、国公立
大学合格人数は 47 名と
なった。今後も継続お
よび増加を目指した
い。  

 

1.歩こう会などの行事も
活用し、大学選びに関
する情報収集の機会を
増やし充実させる。  

2.難関国公立大説明会を
実施し、情報提供に努
める。 

４ 地域等との協働 

・関連する諸機

関、団体との

連携を進め、

協働に取り組

むことをとお

して、地域に

信頼される学

校づくりを行

う。 

 

1.PTA や藤沢支
援学校鎌倉分
教室との連携
を深め、学校
行事等での交
流を通して、
相互の教育活
動が連続的で
互恵的となる
ような教育活
動 を 展 開 す
る。 

2. 学 校 外 の 機
関・団体等と
の連携し、教
育活動と生徒
の学習成果の
情報発信を推
進する。 

 

1.日常的に、PTA
や分教室と情報
の交換や共有を
行い、本校生徒
との交流・理解
を深め互いに良
い関係が築ける
ような機会を推
進する。 

2.学校外の機関・
団体を学校の教
育活動に生かし
たり、生徒が地
域の機関・団体
へ参加や協力し
たりする機会の
設定を推進す
る。 

 

1.PTA活動との連携を
深め、生徒が主体的
に地域貢献活動に取
り組む機会が昨年よ
り増えたか。 

・分教室との交流機
会が昨年度より増
えたか。 

2.生徒が主体的に地
域の機関・団体へ
参加協力したり、
生徒の学習成果を
発表する機会を設
けたりすることが
できたか。 

 

1.学校行事においてＰＴＡと
連携し、スポーツ大会での
ドリンクサービスや鎌高祭
での巡回を行うだけでな
く、広報誌の資料撮影等、
柔軟かつ互恵的な関係を構
築した。また、業務の見直
等を行い、業務の効率化を
行った。 

・藤沢支援学校鎌倉分教室と
は、対面式、鎌高祭、合唱
コンクールにおいて交流を
深めた。また、支援学校生
徒の興味を深める活動にも
協力した。 

・行事の予定計画を中心に、
ＰＴＡや分教室の職員と情
報交換した。 

2.部活動において、地域の施
設や行事で吹奏楽部や弦楽
部が演奏を行い、地域に貢
献することができた。 

1.ＰＴＡと分教室の職員と
の情報交換を行い連携を
深め、成果の共有ができ
るようにする。 

・藤沢支援学校と生徒同士
の交流の機会が来年度以
降も維持できるようにす
る。 

・生徒が地域に貢献できる
よう、取り組む機会をつ
くる。 

2.来年度の行事予定を考慮
し、生徒が主体的に地域
や団体と協力したり交流
したりする機会をつく
る。 

 

〇 PTA 広報誌作成にあた
り、部活動の写真撮影な
ど、職員にも生徒にも協
力してもらっている。
PTA 活動を、生徒に理解
してもらえるよう発信し
ていきたい。 

1.学校行事全般において
PTA及び藤沢支援学校分
教室と連携を深めるこ
とができた。分教室と
の交流については、対
面式、鎌高祭、合唱コ
ンクールでの交流によ
って成果の共有ができ
た。 

2.吹奏楽部や弦楽部が、
地域の施設で演奏を行
い、部活動として地域
に貢献することができ
た。 

1.継続的に PTA および藤
沢支援学校分教室の生
徒との連携を深める。
また、PTAと生徒の交流
の機会の創出を検討し
ていく。  

2. 学校ホームページの活
用や学校説明会の開催
により、部活動等にお
ける教育活動の成果を
発信し、地域と学校の
双方にとって有益な関
係を構築するととも
に、相互理解の深化を
図る。 

５ 
学校管理 
学校運営 

・校内組織をよ

り活性化し、

全職員の情報

共有や運営参

画を進める。 

・施設・設備の

維持や管理を

適切に行い、

生徒の安全と

教育成果の拡

充を図る。 

1.職場の目標や
課題を全職員
で 共 有 し 、
個々の役割を
理解し、主体
的・協働的な
業務参画と業
務の効率化を
推進する。 

2.生徒・職員が
災害時に適切
な判断と行動
ができる、災
害に対する意
識の高い学校
づくりの取組
を推進する。 

1.ICT の活用によ
り意見集約や情
報共有等を通し
て、業務の効率
化を推進すると
ともに、主体
的・協働的な業
務参画を進め
る。 

・職員の意識啓発
を図り、事故防
止に取り組む。  

2.地域の避難所に
指定されている
ことを踏まえた
防災計画の策定
と、実態に即し
た防災計画を行
う。 

1.企画会議を中心に
各グループ業務の
見直しを行い、業
務の効率化と活性
化を図ることがで
きたか。 

2.生徒・職員が、地
域の避難所として
指定されているこ
とを理解し、具体
的な災害等に対す
る意識を高める訓
練等を実施できた
か。 

 

1.チームス、グーグルクラス
ルーム、マチコミの利活用
をより進め、会議資料や配
付資料のデジタル化を進
め、業務の効率化を実現し
た。各グループから業務の
精選について、聞き取りを
した。 

2.６月にシェイクアウトと防
災訓練を行うとともに、生
徒・職員双方による防災下
校班の確認を行った。８月
に災害体験のⅤＲ視聴とＤ
ＩＧ研修を合わせて行い災
害に対する意識を高めた。 

・施設老朽化に伴い近隣の方
にも影響した事例に対して
は必要な対策を行った。 

1.グループ業務の精選につ
いては重なる業務、実施
していない業務など削減
する。 

・ＩＣＴの利活用のさらな
る推進とともに、活用の
ルールについても整備を
していく。 

2.来年度も引き続き災害の
具体的な場面を設定した
訓練を行うとともに、外
部からの避難者にも対応
できるような防災訓練の
実施と発災時の円滑な運
営体制の見直し等を行
う。 

・今後も施設老朽化に対し
て関係各所と連携を図り
対応を継続する。 

〇正門工事、防球ネットの
支柱修理など、安全対策
を講じている。 

〇地域の避難所として、学
校をどう活用できるの
か、防災はとても大切で
あるが、減災の視点から
マニュアルの見直しや避
難訓練を考えることも重
要である。 

1.会議資料や配付資料の
デジタル化について
は、周知と習慣化によ
り、ペーパレス化を促
進することができた。 

・グループ業務が重なっ
ていた委員会を廃止す
る等、業務の精選を行
った。 

2.６月にシェイクアウト
と防災訓練、８月に災
害体験の VR 視聴と DIG
研修を行い災害に対す
る意識を高めた。 

・施設老朽化に伴い、近
隣の方にも影響した事
例（正門工事や防球ネ
ット工事等）に対して
必要な対策を行った。 

1.ICTの利活用について、
次年度よりすぐーるが
導入されるので、積極
的に活用する。 

・グループ間、WG 間で業
務の重なりを共有し、
精選を図る。 

2.引き続き災害の具体的
な場面を設定した訓練
を行い、外部からの避
難者を想定し「減災」
の視点からも、防災訓
練と円滑な運営体制の
見直しを行う。 

・今後も施設老朽化に対
して関係各所と連携を
図り対応を継続する。 

 


